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第１ はじめに 

 

１ 趣旨 

人口減少・高齢化の進行、グローバル化の進展、ＡＩやＩｏＴなどの技術革

新とそれを活用する Society5.0 へ向けた動き、豪雨・台風等による自然災害

の多発や新型コロナウイルス感染症の拡大など、社会は今、時代の大きな変化

の中にあり、先を見通すことがますます困難となっています。 

こうした予測困難な時代にあって、持続可能な社会を構築し、誇れるふるさ

ととちぎをつくり、次の世代に確実に引き継いでいくためには、何よりも人づ

くりが重要であると考えます。特に、人生 100 年時代を迎える中で、人生のス

タートラインに立つ子どもたちには、学び方や学ぶ基礎を確実に身に付ける

こと、また、時代の変化を前向きに受け止め、乗り越えていけるたくましさや、

多様な人々と協働し、新しい価値観や行動を生み出せる力、世界とのつながり

を考える力などを育てることが大切です。更に、県外から多くの人を呼び込む

ためにも、「子どもを育てるなら栃木県が一番！」、「いくつになっても生きが

いをもって元気に暮らせるのは栃木県！」、そして「家族と一緒に暮らすなら

栃木県！」と思ってもらえるような教育環境等の充実が不可欠です。 

平成 29（2017）年度全国学力・学習状況調査の結果によると、本県の公立

学校における保護者の行事参加率は、小学校が全国１位、中学校が全国３位と

なっており、学校に協力的な保護者が多い現状が見られます。今後とも、この

素地を生かし、学校と地域・家庭が一層連携・協働して、地域全体で子どもた

ちの学びや成長を支えていくことが重要であると考えます。 

こうした考えのもと、今後５年間における栃木県の教育、文化等の振興に関

する総合的な施策の目標や、根本的な方針を定める「栃木県教育大綱」を策定

しました。 

本大綱に基づき、知事部局と教育委員会が連携・協力を強化して各種施策に

取り組むことで、とちぎの人づくりを推進していきます。 
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２ 大綱の位置付け 

本大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３第１項の

規定に基づき、本県の教育、文化等の振興に関する総合的な施策について、

その目標や施策の根本となる方針を定めるものです。 
令和２(2020)年度に、県政の基本方針である「とちぎ未来創造プラン」

及び本県の教育振興基本計画である「栃木県教育振興基本計画 2025」がそ

れぞれ策定されることから、これらとの整合性も図りながら策定したもの

です。 

 

３ 大綱の対象期間 
対象期間は、令和３(2021)年度から令和７(2025)年度までの５年間とし 

ます。 
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第２ 基本目標 

現在の社会は、未来を予測することが一層難しくなっている中で、これまでに

経験したことのないような数多くの課題に直面しています。また、国連総会では

2015 年にＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）※１を採択し、2030 年までの達成を目

指しています。 

そのような社会の情勢を踏まえて、本大綱においては、未来を担う子どもたち

が、予測困難な時代をたくましく生きるとともに、持続可能な社会を力を合わせ

て築いていくことができるよう、どのような状況においても「自分の未来を描き

切り拓いていくことのできる力」の育成を目指し、以下のとおり、基本目標を設

定しました。 

また、そうした力を育成するためには、教員の指導力の向上をはじめとした学

校における教育基盤のより一層の充実が重要であることから、基本目標１の中に

位置付けることとします。 

 
基本目標１ 確かな学力、豊かな人間性、健康・体力等の調和のとれた発達 

を促すことによって 未来を切り拓く力の基礎を育みます   

予測困難な時代をたくましく生きていくためには、生きて働く知識・技能に

加えて、自ら問いを立て、答えが一つに定まらない問いにも自ら解を見いだし

ていく思考力・判断力・表現力等の能力、他者を尊重し協調・協働しようとす

る心、すべての活動の源となる体力などが必要です。 
そこで、本県の教育では、教育の基盤の充実を図り、一人ひとりに応じて、

確かな学力、豊かな心、健やかな体をバランスよく育むことを通して、未来を

切り拓く力の基礎を育んでいきます。 
 

 

基本目標２ 人との関わりを通して生き方についての考えを深めることに 

よって 自分の未来を創る力を育みます 

時代の変化が激しく将来を展望しにくい状況においても、社会的・職業的自

立を実現するためには、一人ひとりが自己の生き方や働き方について考えを深

め、職業生活や日常生活に必要な知識や技能、技術を主体的に身に付けていく

ことが必要です。 
 そこで、本県の教育では、学校と家庭、事業所を含む地域の連携・協働を一

層推進し、子どもたちが多様な人々との関わりを通して、社会の一員としての

認識や、地域や家庭の中での役割など、自分の生き方についての考えを深め、

未来を創る力を育んでいきます。 
 

※１ Sustainable Development Goals の略。通称「グローバル・ゴールズ」。世界を持続可能な社会に変革

するための 17 の目標。すべての国連加盟国が目標の達成に合意した。 



   

4 
 

 

基本目標３ 豊かな学びの機会を通して描く未来の可能性を広げることに 

よって 一人ひとりの夢や志を育みます  

一人ひとりの未来の可能性を広げ、夢や志を育むためには、自分の根とな

るふるさとをよく知るとともに、それまでの認識を新たにするような学びや

体験が必要です。 
そこで、本県の教育では、学びたいときに学ぶことができるよう生涯学習

を推進するとともに、ふるさとへの愛着を深めるような学びや、高度な知識･

技術に触れる機会、国際的な視野に立って考える機会、学ぶ人の世界を広げ

る機会など、豊かな学び・体験の機会を充実させ、一人ひとりの夢や志を育

んでいきます。 
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第３ 施策の方向の体系  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心身の健康と豊かな人間性を育む食育の充実 

施策の方向プラス 

確かな学力、豊かな人間性、健康・体力等の調和のとれた発達を促すこ
とによって 未来を切り拓く力の基礎を育みます  

基本目標 1 

確かな学力の育成 

施策の方向 1 

豊かな心と健やかな体の育成 

施策の方向２ 

子ども一人ひとりに応じた教育・支援の充実 

施策の方向３ 

人との関わりを通して生き方についての考えを深めることによって 
自分の未来を創る力を育みます 

基本目標２ 
 

自分の生き方を考える教育の充実 

施策の方向５ 
 

社会に参画する力を育む教育の充実 

施策の方向６ 
 

学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

施策の方向７ 
 

豊かな学びの機会を通して描く未来の可能性を広げることによって 
一人ひとりの夢や志を育みます  

基本目標３ 

ふるさとへの愛着や誇りを醸成する教育の充実 

施策の方向８ 
 

高度な知識・技術、多様な文化に触れる教育の充実 

施策の方向９ 
 

スポーツ・文化の振興と生涯学習の推進 

施策の方向 10 
 

教育の基盤の充実 

施策の方向４ 
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第４ 施策の方向 

  三つの基本目標の実現に向け、各基本目標のもとに、それぞれ｢施策の方向｣を定

めます。 

 

  １ 確かな学力の育成 

       

子どもたちを誰一人取り残すことのないよう、個別最適な学びの実現を図るとと

もに、児童生徒の学習意欲を高め、主体的な学びや協働的な学びを通して、確かな

学力の育成に取り組みます。 

 【主な取組】 
・課題の発見や解決に向け主体的・協働的に学ぶ学習の推進 

・とちぎっ子学力アッププロジェクト※２の推進 

  ・情報活用能力やＩＣＴリテラシー※３の育成と情報モラルの醸成 

  ・幼児教育の充実と幼小連携の推進 

  ・家庭における学習習慣や生活習慣等の改善に向けた取組の推進   など 

 
  ２ 豊かな心と健やかな体の育成   
 

自立した一人の人間として、自分の生き方を考え、多様な人々と共によりよく生

きるための豊かな心を育み、生きる力の根底となる健やかな体の育成に取り組みま

す。 
 【主な取組】 

・学校の教育活動全体を通じた道徳教育の充実 

・人権や人権問題の正しい理解を図るための学習・啓発の充実 

・子どもの読書活動の推進 

・スクールソーシャルワーカーの活用等による貧困など家庭環境等に課題を抱え

た児童生徒への支援の充実 

・幼少期からの運動習慣の定着に向けた取組の推進 

・ＩＣＴ等の活用による児童生徒一人ひとりの体力の向上 

・防災教育など安全教育の充実               など 

 

 

 

 

※２ 県内すべての公立小学校第４・５学年及び中学校第２学年の児童生徒を対象として｢とちぎっ子学習状

況調査｣を実施し､学力や学習の状況等の把握・分析とともに､学校の検証改善サイクルの構築を支援す

る取組 

※３ ＩＣＴの活用・操作能力のみならず、メディアの特性を理解する能力、メディアにおける送り手の意図

を読み解く能力、メディアを通じたコミュニケーション能力まで含む概念をいう。 
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  ３ 子ども一人ひとりに応じた教育・支援の充実 

 

        生まれ育った国や家庭環境、障害の有無等にかかわらず、誰もが安心して等しく

教育を受けることができるよう、一人ひとりに応じた多様できめ細かな指導・支援

の充実を図ります。     

 【主な取組】 
・インクルーシブ教育システム※４を推進するための特別支援教育の充実 
・就学前から学校卒業後までの一貫した支援体制の構築 
・不登校児童生徒に対する個々の状況に応じた適切な支援 
・日本語指導が必要な児童生徒に対するきめ細かな支援 
・ひとり親家庭に対する子育て･生活支援及び就業支援の推進 
・幼児教育・保育の無償化や家庭の経済的負担軽減のための修学支援  など 

 

 

４ 教育の基盤の充実 

 

    すべての教育活動における安全・安心を確保するとともに、学習の基盤となる情

報活用能力の育成に有効なＩＣＴの活用をはじめ、きめ細かな支援ができる教育環

境の整備と特色ある学校づくりに取り組みます。また、学校における働き方改革を

進めるとともに、教員の資質・能力の向上に努めます。 

 【主な取組】 
・教育活動における安全管理の徹底 
・ＩＣＴ環境の充実と教員のＩＣＴ活用指導力の向上 
・少人数学級及び少人数指導によるきめ細かな指導の推進 
・時代や社会の変化に対応した魅力ある学校づくりの推進 
・教員の養成・採用・研修の一体的な取組の推進 
・教員の働き方改革の推進による児童生徒への指導の充実 
・私立学校のＩＣＴ教育水準の向上を図る取組への支援など私学の振興 

など 
 
 
 
 

   
※４ 障害のある幼児児童生徒が、その年齢及び能力に応じ、可能な限り障害のない幼児児童生徒と共に、そ

の特性を踏まえた十分な教育を受けることのできる仕組み。これを推進することにより、すべての幼児

児童生徒が互いに正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶことができ

る。 
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５ 自分の生き方を考える教育の充実 

 

    家族や所属する集団、地域社会における多様な人々との関わりの中で、自分を知

り、生き方についての考え方を深め、自分の将来を自ら考えることのできる教育を

推進します。 

 【主な取組】 
・キャリア教育・職業教育の推進 
・「じぶん未来学」※５など高校生が自分の生き方を主体的に学び考える学習の推

進 
・自己指導能力※６を育むための教育相談・支援体制の充実 
・小・中・高等学校それぞれの段階における職場見学や職場体験活動、就業体験

活動の推進                         など 
  

 

  ６ 社会に参画する力を育む教育の充実 

 

社会の出来事を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことなどを通し

て、社会の一員として必要な判断力や実践力等を育み、ＳＤＧｓの達成など、今後の

社会の在り方についての考えを深める教育を推進します。   
 【主な取組】 

・税の公平性や社会保障の持続可能性など公共的な事柄に関する課題の解決に向

けて主体的に探究する教育活動の推進 
・環境や資源・エネルギー、開発や平和に関する教科等横断的な学習の推進 
・契約や金融などに関わる知識や実践力を身に付ける消費者教育の充実 
・多文化共生社会の担い手として必要な資質・能力の育成  
・異世代交流等の体験的な学習やボランティア活動の推進 
・若者の地域活動への支援による社会参加の促進やリーダーの育成   など 
 
 
 
 
 

 
※５ 家庭や地域社会の一員として、自分の生き方を考え、地域への愛着や定住意識を醸成し、地域を

支え守る気持ちを育むために、高校生が、親・家族・家庭の意義や役割、地域社会について主体

的に学べるプログラム 
※６ 自己受容と自己理解を基盤に、目標達成に向けて、自発的・自律的に自らの行動を決断、実行す

る力 
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  ７ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

 

子どもたちが多様な人々との関わりの中で様々なことを経験しながら、幅広い年代

の人々も互いに学び合うことができるよう、学校・家庭・地域の連携・協働を一層推

進します。 
 【主な取組】 

・「地域学」など地域の魅力や課題等について探究する学習の推進 
・「ふれあい学習」※７など家庭と地域の教育力の向上を目指す学習の推進 
・地域学校協働本部※８等の地域の組織体制整備への支援や地域学校協働活動推

進員※９等の養成 
・地域課題解決に向けた高校･大学等と地域･企業等との連携･協働の取組の促進 
・家庭教育支援プログラム※10等を活用した家庭教育の学習機会の充実 
・子育てをする家庭を地域全体で支援する環境づくりの推進     など  

 
 

８ ふるさとへの愛着や誇りを醸成する教育の充実 

 

本県の魅力や日本の自然・歴史、伝統文化等への理解を深め、ふるさとへの愛

着や誇りを醸成する教育を推進します。                                                          
 【主な取組】 

・ふるさととちぎについて理解を深める「とちぎふるさと学習」の推進 
・地域の伝統行事への参加や伝統芸能の体験など地域の教育資源を活用した教育

活動の推進 
・とちぎの歴史や文化を再発見し、県民の郷土愛を醸成する取組等の推進 
・博物館、美術館等を活用した伝統や文化に関する教育の充実    など 

 

 

 

 

 

 

 

※７ 学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育みながら、家庭と地域の教育力の

向上を目指して行う、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代の人々との交流活動

や体験活動、学習活動 

※８ 多くの地域住民、団体等が参画し、それぞれがつながりをもちながら、地域と学校が目標を共有して

行う双方向の「連携・協働」型の活動を行う体制 

※９ 社会教育法第９条の７の規定に基づき、教育委員会の施策に協力して、地域と学校との情報共有や活

動を行う地域住民等への助言などを行う者 

※10 親同士が交流しながら子育てに必要な知識やスキル等を学ぶ参加型学習プログラム 
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  ９ 高度な知識・技術、多様な文化に触れる教育の充実 

 

情報化や国際化など急激に変化する社会において、グローバル化に対応できる

人材や地域を担う人材を育成するために、より高度な知識や最新の技術、多様な

文化に触れる機会の充実を図り、子どもたちの視野を広げ、挑戦意欲を引き出す

教育を推進します。 

 【主な取組】 
・高校と大学・研究機関等の連携による高度な学びの機会の充実 
・「とちぎ子どもの未来創造大学」※11など様々な分野において、専門性の高い技

術などに触れる学習機会等の提供 
・企業における最先端の技術に触れる機会や、各産業分野の専門家から高度な知

識・技術を学ぶ機会の提供 
・国際的視野やチャレンジ精神の涵養 
・高校生の長期･短期留学支援 
・ＳＴＥＡＭ教育※12など教科横断的な学びの推進 
・英語教育の充実及び教員の指導力の強化              など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
※11 子どもたちに｢本物｣に触れる学習機会を提供するため、県内の高等教育機関、民間企業、関係機関等と

連携した、小・中学生が受講できる多種多様な講座 

※12 Science、Technology、Engineering、Art and Mathematics の略。科学・技術・工学・芸術・数学の教

育分野を総称する語。各教育分野での学習を、実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科横

断的な教育 
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  10 スポーツ・文化の振興と生涯学習の推進 

 

様々な分野の本物に触れる機会の充実を図り、県民のスポーツ・文化への興味・

関心を高め、誰もがスポーツ・文化に親しめる場を広げるとともに、生涯を通じて

学び続けることができるよう、多様な学習機会を確保します。 

 【主な取組】 
  スポーツの振興 
  ・すべての県民がスポーツに親しむことができる機会の提供 

  ・県内プロスポーツチーム等との連携によるスポーツの振興 

  ・県民総参加によるいちご一会とちぎ国体・とちぎ大会の開催や大会を通じて

培われた有形・無形のレガシーの承継 

  ・とちぎスポーツ医科学センターの活用などによる全国大会や国際大会で活躍

する本県選手の発掘・育成・強化 
 

  文化の振興 
  ・障害者等多様な主体の参画による文化芸術活動の促進と県立文化施設におけ

る優れた芸術鑑賞機会の提供 

  ・貴重な伝統文化を継承する後継者の確保･育成 

  ・地域の芸術家や若手アーティストの育成支援 
 

  生涯学習の推進 
  ・とちぎ県民カレッジ※13等による多様な学習機会の提供や、高齢者等が地域社

会で活躍できる生涯学習の推進 
  ・社会人の学びのニーズに対応するための県内大学等と連携したリカレント教

育※14の推進     

  ・社会教育施設の機能を生かした学習機会の充実         など 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

※13 県の各施設・市町の公民館・高等教育機関等で開催される講座等を体系的にまとめ、総合的に県民に提

供する取組 

※14 職業人を中心とした社会人に対して学校教育の修了後、いったん社会に出た後に行われる教育 
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第５ 施策の方向プラス 

  三つの基本目標すべてに関連し、10 の「施策の方向」に加えて特に取り組むべ

き事項を「施策の方向プラス」として定めます。 

 

  心身の健康と豊かな人間性を育む食育の充実 

       

食に対する感謝の気持ちを深め、心身の健康と豊かな人間性を育むため、教育

活動全体において食に関する指導を実施するとともに、家庭や地域等幅広い関係

者との連携や交流を通して食育の充実を図ります。 

          

｢基本目標１｣の実現に向けて   
・食べ物を大切にする心の醸成 
・規則正しく栄養バランスのとれた食生活の推進 
・学校における食に関する指導体制の充実 
・食品の安全性に関する知識習得への支援 
・食育に関わる人材育成と活動支援 

｢基本目標２｣の実現に向けて 
・家庭で食を楽しむ共食の環境づくりの推進 
・学校や地域、職場等において共食を楽しむ機会の拡大 
・食に関する体験機会の拡大 

｢基本目標３｣の実現に向けて 
・学校給食や生産者との交流を通した県産農産物への理解促進 
・学校給食の地場産物活用推進 
・地域の気候風土や伝統行事等と深く結びついた食文化の継承・発展 
                               など  
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